






≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※大和ファンド・コンサルティングのコメントを基に大和アセットマネジメントが作成しています。

※ファンド名は、「(FOFs用)(適格機関投資家専用)」を省略しています。

≪参考指標について≫

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

●TOPIXは東証が算出・公表し、指数値、商標など一切の権利は株式会社東京証券取引所が所有しています。
●MSCIコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.
に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。
●NOMURA-BPIとは、野村證券が公表する日本の公募債券流通市場全体の動向を的確に表す代表的な指標です。NOMURA-BPI
は、野村證券の知的財産です。野村證券は、当ファンドの運用成績等に関し、一切責任ありません。
●FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed Income
LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。

※国内株式の参考指標はTOPIX（配当込み）、国内債券の参考指標はNOMURA-BPI総合、外国株式の参考指標はMSCIコクサイ・インデックス（配当込み）(円ベース)、外国
債券の参考指標はFTSE世界国債インデックス（除く日本）(ヘッジなし・円ベース)です。※MSCIコクサイ・インデックス（配当込み）、FTSE世界国債インデックス（除く日本）について
は、国別指数（現地通貨ベース）、為替レート、国別構成比を基に大和ファンド・コンサルティングが独自に計算しています。

【運用コメント】
月間の動き
○資産配分及びファンド配分については、前月の方針を継続しました。
○当月のマーケット（円ベース）は、米国の早期利上げ観測が後退したことなどから、外国株式や国内株式を中
心に上昇しました。外国為替市場では、対円で米ドルは横ばい、ユーロは下落（円高）となりました。ターゲッ
トイヤータイプ ラップ・コンシェルジュ2028は、外国株式や国内株式を資産クラスとするファンドが上昇した
ことから、基準価額は上昇しました。。

（ネオ・ジャパン株式ファンド）
銘柄選択効果はプラスでしたが、非鉄金属のオーバーウエートや海運業のアンダーウエートなどにより業種配

分効果がマイナスとなったため、国内株式の参考指標を下回るパフォーマンスとなりました。

（ネオ・ジャパン債券ファンド）
国内債券市場の金利が小幅な動きにとどまる中、パフォーマンスはおおむね横ばいとなりました。

（ネオ・ヘッジ付債券ファンド）
グローバル債券市場の金利上昇を主因として、マイナスのパフォーマンスとなりました。

（ダイワ／GQGグローバル・エクイティ）
情報技術やコミュニケーション・サービスの銘柄選択がプラスに寄与し、外国株式の参考指標を上回るパ

フォーマンスとなりました。

（ダイワ／ウエリントン・デュラブル・カンパニーズ戦略ファンド）
情報技術や金融の銘柄選択がマイナスに寄与し、外国株式の参考指標を下回るパフォーマンスとなりました。

（ダイワ中長期世界債券ファンド）
米国や英国の長めのデュレーションがマイナスに寄与し、外国債券の参考指標を下回るパフォーマンスとなり

ました。

（LM・ブランディワイン外国債券ファンド）
米国やフランスの短めのデュレーションがプラスに寄与し、外国債券の参考指標を上回るパフォーマンスとな

りました。

引き続き経済・市場環境、投資効率等を考慮し、資産配分、組入ファンドの配分を行います。
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